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「日本摂食・嚥下リハビリテーション学会eラーニング対応」シリーズ6分野全7巻・2011年夏完結予定
第1分野 摂食・嚥下リハビリテーションの全体像（既刊） 定価3,150円（本体3,000円+税5％）
第2分野 摂食・嚥下リハビリテーションの前提（既刊） 定価3,045円（本体2,900円+税5％）
第3分野 摂食・嚥下障害の評価（既刊） 定価3,150円（本体3,000円+税5％）
第4分野 摂食・嚥下リハビリテーションの介入（Ⅰ，Ⅱ）
第5分野 摂食・嚥下障害患者の栄養（既刊） 定価3,045円（本体2,900円+税5％）
第6分野 小児の摂食・嚥下障害（既刊） 定価2,940円（本体2,800円+税5％）

●日本摂食・嚥下リハビリテーション学会では，摂食・嚥下リハビリテー
ションの啓発と普及、その安全で効果的な実施を積極的に具現化
するために、「学会認定士」を制度化しています． 
●学会認定士の重要な申請要件の一つとして，同学会ではイン
ターネット学習システム（eラーニング）のカリキュラムを作成
しており，本書は，このカリキュラムによる学習をサポ
ートする内容になっています． 
●目次はeラーニングコンテンツを踏襲した内容で
構成され，摂食・嚥下領域の基礎知識について，
体系的に6分野78項目に分類された最重要
事項をわかりやすく解説していますので，
摂食・嚥下リハビリテーションにかか
わるすべての医療スタッフに最適
なリファレンスマニュアルとし
てご活用できます． 
●コンテンツはほぼ分野ごと
に1冊の書籍としてまとめられて
おり，本書はこのうち「第4分野 摂食・嚥下
リハビリテーションの介入Ⅰ」にあたり，口腔ケア，
間接訓練について簡潔にわかりやすく解説しています．

第4分野

摂食・嚥下
リハビリテーションの介入

Ⅰ 口腔ケア・間接訓練

■B5判／148頁／2色刷　
■定価3,570円（本体3,400円＋税5%）ISBN978-4-263-44866-3
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●好評既刊
日本摂食・嚥下リハビリテーション学会　編集
eラーニング対応シリーズ

第1分野
摂食・嚥下リハビリテーションの全体像
摂食・嚥下リハビリテーションの全体像を総論，
解剖・生理，原因と病態に分け解説．
■B5判・116頁・2色刷
■定価 3,150円（本体 3,000円＋税5％） 
ISBN978-4-263-44862-5

第2分野
摂食・嚥下リハビリテーションの前提
リスク回避，感染対策，関係法規・制度について
簡潔にわかりやすく解説
■B5判・96頁・2色刷
■定価 3,045円（本体 2,900円＋税5％） 
ISBN978-4-263-44864-9

第3分野
摂食・嚥下障害の評価
患者観察のポイントから，スクリーニングテスト，
嚥下内視鏡検査，嚥下造影，重症度分類までを解説．
■B5判・116頁・2色刷
■定価 3,150円（本体 3,000円＋税5％） 
ISBN978-4-263-44863-2

第5分野
摂食・嚥下障害患者の栄養
臨床栄養の基礎，経管栄養法，
食物形態の調整について簡潔にわかりやすく解説．
■B5判・104頁・2色刷
■定価 3,045円（本体 2,900円＋税5％） 
ISBN978-4-263-44865-6

第6分野
小児の摂食・嚥下障害
小児の摂食・嚥下障害の
総論，原因疾患，対応について解説．
■B5判・78頁・2色刷
■定価 2,940円（本体 2,800円＋税5％） 
ISBN978-4-263-44861-8

§12  口腔ケア（総論）
●36  口腔ケアの定義・期待される効果
主要国の高齢者人口比率の推移／脳卒中患者の口腔の特徴／認知症患者
の口腔状態／病院における口腔ケア実施状況　ほか
●37  歯・義歯・口腔粘膜の観察
顔面・口腔の観察方法／顔面・口腔の正常像；顔面／顔面・口腔の正常像；
口腔内／頬粘膜から歯肉息肉　ほか
●38  唾液の基礎知識
唾液の作用／唾液の分泌／唾液減少症／口腔乾燥症／口腔乾燥の原因／
薬剤と唾液分泌／唾液検査の実際と臨床診断基準　ほか

§13  口腔ケア（各論）
●39  口腔ケアの準備，歯の清掃方法，必要危惧・薬剤
口腔ケアを行う前に必要な情報／口腔ケアの道具／口腔ケアのリスク管理
／歯ブラシの選択／歯ブラシの取り扱い／ブラッシング方法　ほか
●40  舌・粘膜の清掃法，洗浄・含嗽・保湿，必要器具・薬剤
舌・粘膜に対する口腔清掃の意義／口腔粘膜疾患／粘膜清掃に使用する
器具／舌清掃に使用する器具／使用する薬剤／清掃法　ほか
●41  小児の口腔ケアのポイント
小児の口腔ケアとは／口腔疾患と摂食機能との関連／口腔ケアにあたって
留意すべき障害児の問題点／口腔ケアの方法と器具の選択　ほか

§14  間接訓練（総論）
●42  間接訓練の概念
間接訓練とは／間接訓練開始の条件／間接訓練の進め方／間接訓練方法
（1）,（2）／中間評価と訓練計画の修正
●43  筋力訓練・関節可動域訓練の基礎
筋の生理・解剖／神経と筋，運動単位，神経支配比／筋収縮の種類／筋力
の評価̶徒手的筋力検査法／筋力低下の時間経過　ほか

§15  間接訓練（各論）
●44  口腔器官の訓練
口腔器官の訓練とは／舌の訓練効果に関する主要なエビデンス／舌の機
能的訓練／舌の拳上訓練課題時における下顎の代償の抑制の仕方　ほか
●45  鼻咽腔閉鎖機能・咽頭収縮・咽頭閉鎖訓練
鼻咽腔閉鎖訓練／鼻咽腔閉鎖の具体例／持続的陽圧呼吸療法（CPAP療
法）／息を吹く動作による訓練，プッシング／プリング訓練　ほか
●46  発声・発語（構音）訓練
発声・発語（構音）のしくみ／日本語音の産生場所／発声・発語（構音）機能
と嚥下機能の相違点／発語（構音）時のＶＦ　ほか
●47  準備期，口腔期に対する間接訓練
準備期，口腔期をどう捉えるか／準備期，口腔期に障害がある場合の病態
／準備期，口腔期の障害の原因／間接訓練とは　ほか
●48  咽頭期に対する間接訓練；thermal tactile stimulation／Shaker訓練
咽頭期の障害と咽頭期の訓練（1．thermal tactile stimulation　2．Shaker 訓練）
●49  咽頭期に対する間接訓練；チューブ嚥下訓練・バルーン拡張法
１．チューブ嚥下訓練　２．バルーン拡張法
●50　呼吸および頸部・体幹に対する訓練
呼吸および頸部・体幹に対する訓練とは／摂食・嚥下障害における呼吸機
能の特徴／摂食・嚥下障害における呼吸訓練　ほか
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